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VRobertE.Bedeski教授(ヴ ィ ク ト リア
大 学 、 カ ナ ダ)の 短 期 招 請 に つ い て
政治経済学部教授 木 谷 光 宏
1996年9月末 よ り10月にか け、 明治 大 学 国 際交 流 基 金事 業 に もとつ く短 期 招 請 プ
ログ ラム によ って 、 カナ ダの ヴ ィ グ トリア大 学 よ り ロバ ー ト ・ベ デ スキ ー教 授 を本
学 に お招 き した。 ベ デ ス キ ー教 授 は、9月23日 に来 日され10月末 まで 中野 新 橋 にあ
るゲ ス トハ ウ スに滞 在 され 、ll月は じめ に帰 国 され た。 その 間 、教 員 、 大学 院 生 、
それ に学 部学 生 を対 象 に、3回 にわ た って後 に説 明 す る よ うな研 究発 表 や講 義 が行
わ れ た。
は じめ に、 ベ デ ス キ ー教授 を簡 単 に紹介 して お きた い。 ベデ スキ ー氏 は カ リフ ォ
ル ニ ア大 学 バ ー ク レー校 の 出身 で あ る。 同校 で は ロバ ー ト・ス カ ラ ピー ノ教 授 や チ
ャル マ ー ・ジ ョ ンソ ン教 授 の指 導 を受 け られ 、現 代 中 国政 治 を専 攻 して博 士 号 を取
得 され た。 そ の後 、 問題 関 心 を韓 国 ・北 朝 鮮 や 、 モ ンゴル な どの 情勢 な どに も拡 大
され、現 在 で は カナ ダ屈 指 の ア ジア通 と見 られ て きて い る。10年前 に な るが、 フル
ブ ライ ト交換 教 授 と して北 京大 学 で 「東 ア ジ アの 国際 政 治 と行 政 」 を一年 に わ た っ
て講 義 され た経 験 が あ る。
最 近 の 業績 を い くつ か紹 介 す る と、 カ ナ ダ国 防省 か ら刊 行 され た"ThePeople's
RepublicofChina"と題 す る報 告 が あ る。 これ は 、 ポ ス トDeng時代 の中 国 が、 こ
の先 、 どの よ うな国 際 関係 を もと め るか を ま とめ た小 論 で あ る。 ま た 、同 じカ ナ ダ
国 防省 に は"Japan'sStrategicDilemma"とい うタ イ トル の報 告 書 も出 て い る。
これ は、 最 近 の 沖縄 問題 に も言 及 し、 わ が 国 の防 衛政 策 が大 き な機 転 に さ しか か っ
て い る こ とを詳述 した報告 書 に な って い る。
ベ デス キ ー氏 は長 い間 、 オ タ ワの カ ール トン大 学 で教 鞭 を と られ て い た。 その 関
係 で カナ ダ連 邦 政 府 とのつ なが りが つ よ いが 、10年前 に西 海 岸 に移 られ 、今 は バ ン
クーバ ー 島 に あ る ヴ ィク トリア大 学 政 治 学部 に所 属 され て い る。 ち なみ に い うと、
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数年前か ら本 学はヴィク トリア大学 と協定校の関係 にある。本学 か ら毎年、数 名の
学生 が ヴィク トリア大学で勉強 して いる。 この協定関係 を進 め るにあた って、ベデ
スキー教授の果 た した役 割はきわめて大 きい。協定校 の調印が締結 され るまで、副
学長 が毎年の ように本学を訪問 して いるが、そのお膳立てを し、毎回 、随行 して き
たのが、 ベデ スキー教授である。
今回 、第1回 目の講義は、本学が従来 か ら開設 している 「カナダ研究連続 講座 」
の一部 とし、 「カナダの東 アジア政策」を主題 に講義 をお願 い した。 この講 義では、
わが国 と深 い関係があ りなが ら、アメ リカの陰に隠れ てあまり関心 を呼ば ない、東
ア ジアにおけるカナダの役割 についての解説があ った。 カナダがアジア地 域で果 た
す役割 は、 アメ リカとは異 なる。軍事ではな く、文化や経済を中心とす る ものにな
るとい うのが、ベデスキー教授 の説明になった。
2回 目は外 国語 による講義 に触れ る機会の少 ないll部学生 を対象 に、 「ア ジア太
平洋地 域 における平和への挑戦」をテーマに講演が行われた。 この講 義では、北朝
鮮 を中心 に東 ア ジアの国際関係が どのよ うに変化す るかが解説 された。北朝鮮 で政
治不安がお こると、 その影響は計 り知れ ない。難民 が韓 国ばか りか、わが国に も押
し寄せ る可能性 も否定で きない し、原子力を秘匿 して いる疑惑 に も憂慮 が募 る。
国際的な協調 で北朝鮮問題 を早 く、国際論議のテ ーブル につ けるというのが、ベ
デスキ ー教授 の論点である。そ う した解説につ いて、学生 との間で活発 な質疑応答
が行われた。 なかには、英語 で質 問 しベ デスキー氏 に論議 を挑 む学生 も現れ た。 き
わめて刺激的 で有意義 な90分にな った。
3回 目は、専門家 と大学院学生 を中心 にしたセ ミナーで、 「情報革命 と政治」 に
っ いて最近 の研究成果 を発表 していただ いた。ベデスキー教授は、近年 、情報化が
政 治に及 ぼす影響 につ いて精 力的 に研究 を重ねてお られる。昨年 はヴ ィク トリア大
学で、 「選挙 と情報化」をテーマに国際会議を主宰 され、大 きな反響 を呼んだ とい
うことである。
ベデスキ ー氏 は、イ ンターネ ッ トが政 治を変 え、選挙を大幅 に変化 させ る可能性
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を もっ と考 える。 それを、同教授は 「情報革命 」 と呼んでい るが、ベデスキー教授
に とって不思議 に思われ ることは、わが国のように通信機器 の開発 などにっいて大
変 なノウハ ウを もつ国が、必 ず しも情報化 に積極的 でないよ うに映 ることである。
ベデスキー氏 は、少 な くとも数年 目の状況 を念頭 にす ると、わが国がイ ンターネ
ッ トの時代に乗 り遅れて いるとい う認識 を もつ。情報化時代 と言 われなが ら、わが
国の実状 は北 アメ リカの現状 か ら相当、遅 れた ものになって いる。 イ ンターネ ッ ト
が 日常化 したのは、ご く最近 の ことで しかない。イ ンターネ ッ トの普及度は、アメ
リカやカナダ に比 べて まだ まだ心許 ない現状 にある。
ベデスキー教授 は、わが国で情報化革命 がなぜ遅 れているのか、その理由を文化
や政治 、 さらには、行政 などの側面か ら説 明 しようとして きた。わが国で情報化 が
遅れていたのは、 フェイス ・ツー ・フェイスの関係を重視 する文化 に原因があ るの
ではないか、 とい うのがベデスキー教授の仮説 であ る。
また、イ ンターネ ッ トはそもそ も英語を基本言語 にしているため、その点で もわ
が国では受 け入れ られに くい要素 を もって きたよ うであ る。 くわえて、ベデスキー
教授は、"uncertaintyavoidance"と呼ばれる心理学での概念 を使 って、わが国
の国民性 とい う面で も、 イ ンターネ ッ トは必ず しもわが国の文化 にはな じまない要
件があ るとい う論議 を展開 して いる。
おおむね、 そ うした論点を含むベデスキ ー教授 の研究発表 に関 して、出席 して い
た本学教 員 をは じめ、他大学 の教授 や大学 院生か ら、 さまざまな意 見や批判が出
た。情報化 が政治を変 え る可能性 もあ るが、 それが得て して、過大 に評価 されて き
ているという見解 もあ った。 その一 例 としてテ レビが挙げ られ、テ レビの出現が政
治 をどう変 えたか、 まだまだ未知数 の部分が多 いとい意見 も寄せ られた。また、情
報化 と政 治 との関係を文化 による説 明だけで扱 うことには無理 の多 い ことも指摘 さ
れた。
そのよ うに、専門家を中心 に したセ ミナーでは、ベデスキー教授 の提起 した 「文
化仮説」 をめ ぐって、 きわめて活発 な論議 や質疑応答 が行われた。 同教授は、明治
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大学 のセ ミナーで得 られた さま ざまな批判や ヒン トを もとに、近 い将来 もう一度 、
カナダで研究会 を開催 した い意 向である。 こうした会議 を開催 し、最近 のわが国に
お ける情報化の進展 を念頭 に、新 たな仮説を生み出す とい うのが 、ベデ スキー教授
のね らいである。
外 国か らのゲ ス トをお招 き して一番、刺激 を受 けるのは、かれ らが常 に研究 に対
して前 向 きであること。 と りわ け、ほかか らの批判や意見 を柔軟 に受 け入 れ、そ こ
か ら新 しい研究 レベル に届 こ うとす る熱意の きわめて強い ことである。今回 もこの
例 に もれず、ベデスキー教授の研究姿勢や研究成果 か ら、本学関係者は多 くの もの
を学 び、研究 に対 して も新 しい示唆 を受 けた。 こうした知 的な交流関係を重 ねて、
本学 とヴィク トリア大学 の協定関係が一層、深 まれば と念 じてい る。
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